




　戦車模型の世界は、キットの進化とは別にユーザー

側による、フィギュアやジオラマなどとともにその戦

車が使われた状況を丸ごと再現するという文化を発

展させてきました。そこが他のジャンルの模型には

ない戦車模型独特の楽しみ方だといえます。その楽

しみ方の中から現在ウェザリングと呼ばれる塗装が

生まれ、いまでは戦車模型の楽しみでも大きな割合を

占めるようになっています。そもそもウェザリング

（以前は汚し塗装などと呼ばれていましたが）はプラ

モデルで一般的な、実物に塗られた色や素材の色を再

現するだけの塗装とは違って、その戦車が使われた場

所や時間の長さなどの周りの状況を含めて表現する

塗装だといえます。

　ウェザリングの萌芽は、模型用塗料を使って埃色や

泥色を塗りつけることから始まりました。当時は各

部分を塗り分けてから泥色や埃色を乱雑に塗りつけ

るだけで充分リアルに感じられたのです。その後、ほ

んものの土やとの粉（木工工作に使う目止め用のキメ

のこまかい粉、白っぽい砂のような色）を実際に模型

にかけるなどの原始的な方法が試されたこともあり

ましたが、エナメルカラーの埃色（ハンブロールエナ

メルの60番・レザーがよく使われた）をうすめ液で溶

いて各部に流し込むことが行なわれるようになりま

した。このいわゆる汚し塗装から現在のウェザリン

グに通じる技術的転換は、ベルギーの伝説的モデラー、

フランソワ・バーリンデンが始めた、エナメル塗料や

油絵の具を使ったウォッシングとドライブラシに

よってもたらされました。バーリンデンは数々の美

しい作品を発表するとともに、バーリンデンプロダク

ションを立ち上げて彼の技法を書籍にして広く紹介

し、世界中のモデラーに影響を与えました。特に、模

型用塗料以外の塗料を模型に使うということを広く

認知させた功績は非常に大きなものがあります。

　ウォッシング・ドライブラシ時代は長く続きました

が、戦車模型専門誌『月刊アーマーモデリング』の創刊

によって、ウェザリングに大変革が訪れました。

『アーマーモデリング』に登場した高石 誠氏とそれに

続くミグ・ヒメネス氏によってもたらされた、パステ

ル粉、ピグメント（粉末状の塗料の顔料）を使った埃・

土汚れの再現と、実物の戦車に見られる塗料の剥げ傷

の再現です。さらに、雨によって埃や土が流れた表現

や車体下部にこびりついた泥の再現など、本物と同じ

ようなリアルな汚れ方の再現が模型においても追及

されるようになったのです。この新世代ウェザリン

グはその圧倒的なリアルさから瞬く間に広まり、現在

ウェザリングといえばこれらのリアル指向の塗装の

ことを指すようになっています。

　先に触れたように戦車模型の楽しみ方はモデラー

主導で発展してきたために、模型用塗料以外の様々な

塗料や素材を使った技法が生み出されています。モ

デラーにはあまり馴染みのないマテリアルを使うこ

ともあり、それが一部ではハードルの高さを感じさせ

る原因になっていることもあるように思われます。

最近はそれらモデラーの主導で開発されたマテリア

ルが多く製品化され、さらに既存のメーカーからも

ウェザリングテクニック専用の塗料が発売されたり

もしていて、どれを使えばいいのか分からない……と

いう声も聞かれます。本書ではそれらの最新のマテ

リアルを使ったウェザリング技法を、実際の模型での

流れに沿ってわかりやすく解説しています。もちろ

ん、本書の内容をそのまま実践することによってリ

様々なウェザリングができますが、最初に述べたよう

にウェザリングとはその車両が使われた状況を再現

する塗装のことです。その状況をモデラー自身が決

めることからウェザリングが始まるのです。

　本書で紹介したテクニックを全部使ったからと

いって必ずしもリアルなウェザリングになるわけで

はありません。自分が作っている車両がどこで、どれ

くらい、どのように使われたのかを考えて、取捨選択

することがとても重要で、実はウェザリングのいちば

んの楽しさ、醍醐味はそこにあるのではないか、と思

うくらいです。酷暑の砂漠で砂埃にまみれながら戦

う戦車、全てが凍りついた雪原を進撃する戦車、雨の

降る中泥濘を苦労して進む戦車……。自分の作りた

い戦車を目の前に再現することこそがウェザリング

なのです。本書で学んだテクニックを使って、ぜひと

も自分の目指すウェザリングを実践していただきた

いと願っています。　　　　　　　　　　　　　　■

戦車模型界における
ウェザリングの歴史と現状

土居雅博
Masahiro Doi

どいまさひろ 1961年生まれ。東京在
住。'97年に創刊し、以来AFVモデルの
ムーブメント牽引し続ける『月刊アー
マーモデリング』の初代編集長。同誌
にてウェザリング技法の解説にも尽
力し、現在もさまざまな模型誌で作品
を発表し続けている。
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戦車模型界におけるウェザリングの歴史と現状

【初級編】

基本的なウェザリングテクニック

ピグメントによるウェザリングテクニック

ピグメントで立体的な錆を再現する

作品に個性をだせる唯一無二のものだからウェザリングはおもしろい

【中級編】

ストレーキング基本テクニック

ミグ・ヒメネスが提唱するベーシックウェザリング術

単調な仕上がりにならない埃表現テクニック

剥がし液を使ったチッピングをマスターする

剥がし液を使ったヤレた冬期迷彩の再現

ソフトスキン車両の泥埃

傷や塗膜剥がれを描き込みで表現する

ガイアノーツのエナメル塗料で質感豊かなサビを演出する

その車両が体験してきた歴史や環境を再現して物語とするのがウェザリングだ

【上級編】

模型的見栄えを加味しつつ質感にこだわった泥の表現

竹内流アルコール落としで埃を再現

これが世界最前線のテクニック ミグのウェザリング徹底解剖

ダメージ工作が映えるウェザリング塗装術
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TAKOM 1/35 Scale
T30/34 U.S. Heavy Tank
Injection plastic kit
Modeled by Ichiro Yoshida
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　砂埃や泥、はたまた雪や錆、油汚れなど、戦場を走り回
る戦車の車体には多種多様な汚れが付着する。大前提と
して、ウェザリングというのはこれらの多様な汚れを再
現し、模型をより実際の戦車の質感に近づけたり、その車
両が置かれた状況を表現したり、色合いや情報量に変化
をつけてより印象的な作品に仕上げるための手段である。
他の模型のジャンルに比べて汚れを表現する機会が格段
に多いAFVモデルにとって、このウェザリングこそが最大
の特徴であり醍醐味と言っても過言ではない。
　そのための基礎となる方法を紹介するのがこの「初級
編」。ここではまず、使いやすく入手しやすいタミヤ製マ
テリアルを使ってウェザリングの基礎を学んでいく。こ
れらのマテリアルを使ったウェザリング方法は基本とし
て非常に重要なので、いずれも確実にマスターしておき
たいものばかりだ。さらに、使用頻度の高い埃汚れ、錆表
現についてのウェザリング方法も、それぞれにうってつ
けのマテリアルを使ったテクニックを紹介していく。こ
れらの方法を覚えれば、戦車模型の基礎的なウェザリン
グ方法はある程度自由自在に扱えるはずだ。
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今回使用するタミヤのウェザリング用のマテ
リアル。リキッドと2種の固形タイプの3種
類。色数も用意されているので、用途によっ
て選択できる。どれも比較的に安価で、専門
店でなくとも、全国の量販店でも入手できる。

TAMIYA 1/35 Scale Injection-Plastic kit 

M4A3E8 Sherman “EASY EIGHT”

基本的なウェザリング
テクニック

全ての基本となる、単色の車体へのウェザリング。どの部位がどう汚
れるかを意識しつつ、まずはここからスタートしてみよう

　あなたがまずこれからAFVモデルのウェザリングをやってみた
いというモデラーなら、まず手に取るべきはタミヤ製マテリアル
だ。海外製のウェザリング用塗料などは、種類が非常に豊富なぶん、
かえって何を買ってどう使っていいのかがわかりにくいところが
ある。また、タイミングによっては入手しづらいものがあるのも
悩みのタネ。
　その点、タミヤ製マテリアルは全国どこの模型店や量販店でも
安定して販売されており、また価格も手頃。いざ実際に作業する
ときにも扱いやすく、どこにどうやって使ったらいいかもわかり
やすい。ウェザリングで再現できるシチュエーション自体も砂や
泥、雪や錆など専用の素材が豊富に揃っており、幅広い仕上げに対
応している。まずはウェザリングの第一歩を踏み出したいときに、
必ず助けになってくれるのがタミヤ製マテリアルなのだ。　　   ■

アメリカ戦車 M4A3E8 シャーマン
イージーエイト （ヨーロッパ戦線）

タミヤ 1/35 インジェクションプラスチックキット
発売中　税別3600円

問タミヤ　電話054-283-0003
製作／齋藤仁孝
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前面はあまり汚れない。これは実車と言う
より模型的な表現解釈だ。実際は、乗員の靴
に付いた泥が擦り付けられたりと結構汚れ
るが、メリハリが付かなくなるので控えめが
よい。

前面

車体上面は水平面に埃を被った
ようする。主砲発射時の衝撃波
で砂埃が舞い上がり、車体の上
面に振りかぶるし、それ以外に
も近くに榴弾が着弾すれば爆発
で土が舞い上がり車体上面に降
ったりと、足周りほどでなくと
も結構汚れるのだ。また、燃料
給油口の周りにこぼれた燃料や
エンジン整備中にこぼしたオイ
ルなど土埃以外の汚れも付く部
分。ハッチなど乗員が絶えず触
れるところはキレイ目にすると
いいだろう。

上面

後面は前面よりも履帯が跳ね上げた（より速
度が出る現用車両ならなおさら）泥や土、埃
が付着する。前面よりも高いところまで汚
してもよいだろう。また泥はね再現も効果
的なので多めに施すとらしくなる。

後面

車体側面はフェンダー（泥
よけ）を境目に汚れ方が変
わる。下側は土や埃まみれ。
泥寧を通過すればグチャグ
チャでディテールがわから
ないほどになることも。上
側は飛び散った土がこびり
付いたりと埃ぐらいだ。

側面

汚れ塗装の便利な道具があるのはいいが、適切な部分に適切なマテリアルを使わなければ
意味がない！ そこで、まずは戦車はどこがどう汚れるのか？ 気象状況や活動地域によっ
て変わるが、ここでは定番とされている例を紹介する

そもそも戦車ってどこが汚れるの？ 
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▲はみ出しや、不要な滲みは拭き取っておこう。作業は綿棒にエナ
メル薄め液を染み込ませたものを使うとやりやすい。ただし、繊維
をパーツの角に引っ掛けるなどして破損させやすいので注意しよう。

▲パネルラインや奥まった部分にスミ入れ塗料（ダークブラウン）
を塗っていく。塗料はあまり付けすぎないように。タミヤの製品
にはキャップの裏に筆も付いているが、面相筆を用意して作業した。

▲スミ入れがひととおり完了したら、雨垂れ跡（ストレー
キングとも言う）を描いていく。まずは筋を描き入れるが、
あまり規則的にならないように作業するのがコツ。

▲スミ入れ塗料は陰影や部分的に色味を追加するのにも使用できる。今回はドライバーハッチ周りやエンジンデッキの一部に
「スッ」と薄く塗り、部分的に色合いを変えている。

▲筋を描き終えたら、整形していく。先ほどの拭き取り同様、綿棒
を使い、下に向かい細くなるように整えていく。筋と同じ方向に
拭き取ると上手くいく。

雨垂れ跡は、側面など平らな面に
イントネーションが付けられる
ので効果的なウェザリング法だ。

1 2 3

4 5

基本塗装終了後に行なうのがディテールの筋や溝に影色になる塗料を流し込むスミ入れ。ぼかしや
拭き取りが行ないやすいエナメル系塗料を使うスミ入れと雨垂れ

スミ入れ塗料
そのものズバリ「スミ入れ」塗装がしやすいよ
うにと色合いから塗料の濃度まで調整された
エナメル系塗料。キャップには筆も付いてい
る。もちろん、スミ入れ以外でも何かと使え
る。グレーなど4色用意。
各税別360円　問タミヤ
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▲ウェザリングスティックはアクリル薄め液（水でも可）で溶かす
ことができる。面相筆にタミヤアクリルの薄め液を含ませておき、
先ほど塗った部分を撫でてボカす。

▲ウェザリングスティクを使い、車体上面の埃汚れを再現して
いく。まずは埃を乗せたい部分にスティックで直接色を付けて
いく。チョンチョンと置いていく感じで作業した。

▲伸ばしてぼかし終えた状態。うっすらと埃が乗ったようにな
る。定着はあまり強くないが、ピグメントよりは落ちづらい。
埃の具合が足りないようなら繰り返す。

▲埃再現と相生がよいのが「スプラッシュ」だ。やり方は塗料を腰の強い筆に取り、指先ではじいて飛沫を飛ばすが、今回は塗料をし
ばらく置いておき、顔料が沈殿した上澄みを使った。

▲砲塔の上面にも先ほどと同じ要領で埃を再現した。拭き溜まる
部分を考えながら作業したが、ハッチにはあまり施さないなど、コ
ントラストを付けることを意識して行なっている。

埃にスプラッシュの塗料が滲ん
で、ウェザリングのリアリティー
がグッと増す。このあとは足周
りを作業していこう。

6 7 8

9 10

手軽に使うことができるマテリアルのひとつがウェザリングスティック。ここでは使いかたにひと工
夫して、より実践的な塗装の方法を紹介する土や埃汚れ

ウェザリングスティック
イージーマテリアルでありながら、使い方次第では本格的な表現も可能な
のが「ウェザリングスティック」だ。立体的な汚れ再現が容易にできるス
グレモノ！ ペンシルタイプなので使用中に手が汚れないのもうれしい。
水溶性でやり直しもしやすい。泥や砂、雪など4種類がある。
各税別300円 問タミヤ
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埃やサ錆など粉ぽい汚れはウェザリングマスターを使う。簡単に擦り付ける使いかたやうすめ液を
使用した使いかたなど、使用法の幅広さも魅力だ埃汚れや錆

ウェザリングマスター
付属のスポンジとハケに顔料を取り、
表面を撫でるだけで、プロ並みのド
ライブラシを施したかのような効果
や仕上がりが期待できるウェザリン
グマテリアル。それぞれ3色がセッ
トになっており、用途に合わせた8
種類が発売中！
各税別600円　問タミヤ

▲マフラーは熱で焼けることでとてもサビやすい部分だ。ウェザ
リングマスターの「Cセット」にある「アカサビ」を使ってサビを再
現した。もう少し暗いサビ色もあるとベターかな？

▲ウエザリングスティックによる埃汚れを馴染ませるために
ウェザリングマスターを使った。付属のスポンジに顔料を取り、
擦り付けずポンポンと粉を置いていく感じで乗せていった。

▲ウェザリングマスターは固形だが、アクリル薄め液で溶いて
使うこともできる。今回は履帯に使用。スティックを主に使っ
ているが、アクセントとして部分的に色を変えるのに使用した。

タミヤのウェザリングマテリアルを使用して製作したシャーマンイージーエイト。キットはとくに手を加えることなくほぼス
トレートに組み立てたが、履帯は接合部分でひとコマ切って詰めている。車体の基本塗装はGSIクレオスの「カラーモジュレー
ションセット オリーブドラブ」（税別900円）のハイライト1を使用した。またタミヤのスミ入れ塗料を使ったスプラッシュで
は、滲み具合が上手くいかなかった（希釈具合がむずかしく滲みができやすかった）ので若干タミヤエナメル塗料のクリアーオ
レンジを混ぜている。砲身の付け根や履帯の接地部など金属部分はタミヤのペイントマーカー（クロムシルバー）を使っている。

11 12 13
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ピグメントによるウェザリングにこれから挑戦して
みようと考えてている場合、まずはジャーマング
レー等のピグメントとのコントラストを取りやすい
色味の車両を選択すると良いだろう。今回製作した
Ⅲ号戦車もあえて暗くしたジャーマングレーで基本
色を塗装しピグメントによって明度を上げてコント
ラストを取るように工夫している。

　ザラザラしたこまかい粒子状の汚れが車体に積もっている
……というのが、砂埃などの大きな特徴。くぼんだ所やリベット
など凸部の縁の部分に埃を積もらせれば色味にも変化が出るた
め、単色の塗装でも色合いに変化をつけることができる。砂埃は
どこか立体的で、なおかつ拭いたりすればすぐに落ちてしまいそ
うな質感が伝わるような汚れ方をぜひとも表現したい。
　そんなときに役立つのがピグメント。実際に細かい粉末状の
顔料をそのまま車体に塗るので、液体状の塗料よりも仕上がりが
立体的になる。塗るだけで「粒が立った」状態に仕上げることが
できるので、埃のザラついた質感を簡単に表現できるのだ。表面
への定着という点では難があるので完成後に触りにくいという
デメリットはあるが、誰でも簡単に車体上の汚れを表現できる心
強いマテリアルである。　　　　　　　　　　 　　　　　　　■

ピグメントによる
ウェザリングテクニック

砂埃を表現する上で大事なのが、ザラついた粉っぽい質感。粉末状の
マテリアルであるピグメントで、車体に積もった埃を作り出す

ドイツ Pz.Kpfw.Ⅲ Ⅲ号戦車 L型 後期生産型
1/35 サイバーホビー

インジェクションプラスチックキット
発売中　税込5832円

問プラッツ　☎045-549-3031
製作／上原直之

Cyber-hobby 1/35 Scale Injection-Plastic kit 

Pz.Kpfw.III Ausf.L Late Production
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▲まずは下ごしらえ。埃が溜まりそうな箇所やディ
テールが入り組んでいる箇所を中心に、Mrウェザリン
グカラーのサンディウォッシュでスミ入れを行なう。

▲基本塗装をラッカー系のジャーマングレーで行ないデカールを貼付け
セミグロスクリアーで保護しておく。足周りの履帯はもちろん転輪や誘
導輪など、すべて取り外した状態にしておくと作業がしやすい。

▲これだけでも埃がたまっているように見えるが、多少オーバー
気味。塗料が乾燥したあと、エナメル系うすめ液を染み込ませた
綿棒などではみ出し部分や塗料が多い場所を拭きとっていく。

▲車体両サイドのフェンダーなどはディテールが多く、
綿棒などでは作業しづらい。ここはうすめ液を含ませ
た平筆などでぼかしていくとよい。

▲拭き取りにはガイアノーツのフィニッシュマス
ターがオススメ。毛羽立つこともなく簡単に拭き
取り作業やぼかしを行なうことができる。

▲埃の色をスミ入れしたのは基本色を暗くしてあとで乗せるピグメントとのコントラ
ストを強調させるため。スミ入れだからと言って必ずしも暗い色を使わないといけな
いわけではない。しかし、まだ下準備の段階なので、これで満足してはダメ。

◀一般的にピグメントはパステルなどの画材の原料
となる着色された粉末で、埃だけではなく砂や土と
いった粒子状のものを表現するのに最適。筆で直に
こすりつけたり、一度アクリル溶剤で溶いてから
塗ったりと方法もさまざまだ。

◀今回は基本塗装のみエア
ブラシで行なっているが、
これから行なうピグメント
による埃表現はエアブラシ
を使用しない。エアブラシ
が使えない環境下のモデ
ラーにもオススメの方法だ。

▼ピグメントは一色で使用しても問題ないが、複数
色用意すると表現の幅が広がる。また複数のピグ
メントを混ぜることによって自分のオリジナルの
色を作ることも可能だ。

やり直しや微調整が容易、 
ピグメントは操作性が良好だ

　ピグメントによるウェザリングは近年いちばんスタンダー
ドな手法だと言えるでしょう。しかし扱いを間違えるとただ
の汚い戦車が出来上がってしまう恐れもあります。せっかく
キレイに作った戦車にピグメントを乗せるのは怖いと思われ
る方も少なくないと思いますが、使い方さえ間違わなければ
手軽にリアルな埃表現をピグメントで再現できるやり方を説
明していますので、ぜひとも挑戦してみてください。
　ピグメントはさまざまなメーカーから発売されていて色数
も非常に豊富で、その時に車両がどんな状態におかれている
かを表すこともできるくらいピグメントの幅も広がったと言
えるでしょう。今回は重たい泥をピグメントで再現するので
はなく、いかにも埃が被った状態を再現しています。一層埃
が被った表現はエアブラシで埃色の塗料を吹いても再現でき
ますが技術を要します。対してピグメントならある程度やり
直しもできますし、なにより実際に埃を乗せるのと同じ感覚
なのでリアルに汚すことが可能なのです。（文／上原直之）
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▲完全に乾燥したら綿棒で余分な箇所を落としていく。水で溶い
た理由はここでピグメントを落としやすくするため。平らな面を
中心にサラサラと落としていく。

▲ピグメントを塗り終えたら完全乾燥するのを待つ。乾燥する
前に綿棒で落とそうとすると、泥のような表情になってしまう
ので注意。乾燥すると一気に白味が出て砂埃っぽくなる。

▲ディテール周りは綿棒のみでピグメントを落としにくい。そ
んな場所は毛先を短くした平筆を使用して落としていく。あま
り擦りすぎるとピグメントが落ち過ぎてしまうので加減が必要。

▲塗料皿に使用するピグメントを出し、水で溶いていくがこのと
き少量のアクリルうすめ液を足すと、ピグメントに定着力が付く。
アクリルうすめ液のみだと、定着力が強すぎてしまう。

▲ピグメントはモデルカステンのコンクリートライク、AKイン
タラクティブのアフリカダスト、クサカベのローアンバーの三
色を混色。ジャーマングレーに映えそうな色を選択している。

▲溶いたピグメントを筆に取り足周りに塗っていく。基本的に
は全体的に塗っていくが、ディテール周りはより入念に塗って
いく。一見すると泥を塗っているようだが……。

▲車体下部の側面以外も同様の方法で埃を再現する。完全に定着
している訳ではないのであまり指で触れないように注意しよう。
指紋がついてしまっては台無しだ。

▲ピグメントを落とし終えた状態。すべて落とすのではなく埃
が溜まりそうな、ディテール付近にはピグメントを残しそれ以
外は薄らと埃が被った状態を意識する。

▲車体の埃汚れは乾いたピグメントを少量筆に取り、それを埃
が溜まりそうな箇所に乗せていく。筆に取るピグメントが多す
ぎるといわゆる「きな粉まぶし」になるので注意する。
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